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幼稚園 小学校

ま
ち
の
話
題

　

4
月
8
日
か
ら
10
日
ま
で
に
、
町
内
の
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
園
式
・

入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
緊
張

感
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

新
生
活
に
期
待
を
抱
き
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
幼
稚
園
58
名
、
小
学
校
62
名
、

中
学
校
58
名
が
入
園
・
入
学
し
た
。

　

入
園
・
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
学
ん
で
、
た
く

さ
ん
友
達
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、

元
気
に
楽
し
く
新
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

入
園
入
学
お
め
で
と
う
！

ま
ち
の
話
題

　

平
成
16
年
か
ら
10
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
本
町
の
教
育
長
と
し
て
町
教
育
行
政
の

充
実
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
河
村

教
育
長
が
3
月
31
日
付
で
退
任
し
、
前
和
木

小
学
校
校
長
の
重
岡
良
典
氏
が
新
教
育
長
と

し
て
就
任
し
ま
し
た
。

教
育
長
に
重
岡
氏
が
就
任

重岡良典教育長

　

こ
の
た
び
、
教
育
長
を
拝
命
し
、
大
き

な
喜
び
を
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、
期
待
と

不
安
、
重
責
な
ど
が
入
り
ま
じ
り
、
複
雑

な
心
境
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
か
ら
の
九
年
間
と
平
成

二
十
三
年
か
ら
の
三
年
間
の
計
十
二
年

間
、
和
木
小
学
校
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
を
賜
り
、
自
分
を
教
師
と
し
て
育
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
ご
恩
を
少
し
で
も
皆
様

に
お
返
し
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
日
、
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
領
域
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展

し
、
社
会
構
造
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
社
会
全
体
か
ら
教
育
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
は
大
き
く
な
り
、
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
学
力

低
下
や
青
少
年
に
よ
る
犯
罪
の
増
加
、
問

題
行
動
の
背
景
に
あ
る
道
徳
性
の
欠
如
、

更
に
、
体
力
低
下
の
問
題
等
々
、
未
来
を

担
う
青
少
年
の
問
題
だ
け
に
一
層
気
掛
か

り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
保
護
者
や
地

域
住
民
の
声
を
教
育
活
動
に
反
映
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
一
層
進
め
、
子
ど
も
た
ち

に
、
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
持
続
可

能
な
社
会
を
創
り
出
し
て
い
く
力
を
育
む

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
人
間
性
豊
か
な

未
来
社
会
へ
向
か
っ
て
、
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
判
断
す
る
力
や
幅
広
い
知
識
と
柔

軟
な
思
考
力
に
基
づ
く
新
た
な
知
を
創
造

す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
和
木

町
の
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
を
生
か
し
、
教

育
関
係
者
・
関
係
機
関
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
社
会
教
育
も
含
め
て
、

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、「
緑
の

風
薫
る
文
化
の
ま
ち
和
木
町
」
の
教
育
行

政
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
長　

重　

岡　

良　

典

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

中学校
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ま
ち
の
話
題

　

4
月
8
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が

お
花
見
を
行
っ
た
。

　

保
育
所
の
所
庭
の
桜
の
木
の
下
に
敷
か

れ
た
シ
ー
ト
に
親
子
で
集
ま
り
、
桜
の
花

び
ら
の
舞
う
中
、
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を

手
に
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
お
花
見

ま
ち
の
話
題

　

和
木
町
で
は
4
月
1
日
か
ら
、「
出
産
祝

金
」
の
支
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

受
給
第
1
号
は
滿
井
貴
昭
さ
ん
（
和
木
3

丁
目
）。
長
女
暖
ち
ゃ
ん
誕
生
の
お
祝
い
と

し
て
、
米
本
町
長
が
出
産
祝
金
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ご
誕
生
お
め
で
と
う

ま
ち
の
話
題

　

次
の
方
が
、
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

町
が
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

4
月
17
日　

政
岡
勝
三
さ
ん

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

厚
生
功
労
者
表
彰

　

消
防
団
員
と
し
て
の
永
年
の
活
動
と
功
績

が
認
め
ら
れ
、天
羽
正
人
さ
ん
（
消
防
団
長
）

が
山
口
県
知
事
表
彰
功
労
章
を
、
米
本
隆
さ

ん
（
第
2
分
団
副
分
団
長
）
が
山
口
県
消
防

協
会
長
表
彰
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て
、
天
羽
さ
ん
は
37
年
間
、

米
本
さ
ん
は
19
年
間
、
消
防
活
動
に
精
励
さ

れ
、
火
災
の
消
火
活
動
、
年
末
警
戒
等
、
地

域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

和
木
町
消
防
団
の
中
核
と
し
て
、
町
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
岩
国
警
察
署

和
木
警
察
官
駐
在
所
長
と
し
て
木
村
隆
登
さ

ん
（
山
口
県
警
部
補
）
が
、
ま
た
、
岩
国
地

区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
長
と
し

て
兼
子
知
弘
さ
ん
（
消
防
指
令
）
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
お
二
人
は
「
着
任
し
た
ば
か
り

で
色
々
と
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力

を
尽
く
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
、
兼

子
さ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
日
々

を
過
ご
せ
る
よ
う
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

消
防
団
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

ま
ち
の
話
題

和
木
町
の
安
心
・
安
全
を
お
願
い
し
ま
す

は
る

政岡勝三さん

兼子知弘さん 木村隆登さん

た
か
と
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茅原さん：広島市ギャラリーＧで

ま
ち
の
話
題

　

4
月
15
日
、
役
場
前
で
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
、
岩
国
警
察
署
、
婦
人
会
、
岩
国
交

通
安
全
協
会
和
木
分
会
の
会
員
、
町
内
企
業

の
方
々
等
が
参
加
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
呼
び
か
け
た
。

　

主
要
道
路
に
限
ら
ず
、
見
通
し
の
悪
い
道

路
や
幅
の
狭
い
道
路
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
の

は
大
変
危
険
で
す
。
悲
惨
な
事
故
が
１
件
で

も
少
な
く
な
る
よ
う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
日
は
や
や
肌
寒
い
気
候

で
し
た
が
、
熱
心
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
ち
の
話
題

　

臨
床
美
術
士
の
茅
原
ゆ
か
り
さ
ん
（
瀬
田

3
丁
目
）
が
、
自
身
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
留
学

先
の
学
校
の
様
子
を
撮
り
貯
め
た
写
真
展
を

初
め
て
広
島
市
中
区
で
開
い
た
。

　

茅
原
さ
ん
は
、
大
学
生
時
代
に
交
通
事
故

に
遭
い
高
次
脳
機
能
障
害
と
い
う
後
遺
症
が

残
っ
た
。
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
け
ら
れ
な

い
ま
ま
過
ご
し
て
い
た
時
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

エ
グ
モ
ン
ト
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
ン
と
い
う
学
校

を
知
り
、
入
学
を
決
め
た
。

　

こ
の
学
校
は
、
18
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
入

学
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
、
日
本
人
も

10
名
程
度
い
る
。
定
年
退
職
後
の
女
性
の
同

級
生
も
い
た
と
い
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
人
、
日

本
人
、
障
害
者
も
健
常
者
も
共
に
暮
ら
し
学

ぶ
ス
タ
イ
ル
だ
。
学
ぶ
と
言
っ
て
も
、
黒
板

も
机
上
で
の
勉
強
も
無
く
、
自
然
の
中
で
語

り
合
い
、
人
間
関
係
を
深
め
、
本
当
の
自
分

を
見
つ
け
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
、
茅
原
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
ぴ
っ
た
り
の
学
校
だ
っ
た
と

い
う
。

　

何
よ
り
も
魅
力
的
だ
っ
た
の
は
、
健
常
者

は
障
害
の
あ
る
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。

全
面
的
に
介
助
が
必
要
な
学
生
に
は
ヘ
ル

パ
ー
が
付
く
。
そ
こ
で
は
、
そ
れ
が
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
ご
く
当
た
り
前
の
日
常
で

あ
り
、
ど
の
学
生
も
笑
顔
が
素
敵
過
ぎ
た
。

茅
原
さ
ん
は
趣
味
で
あ
っ
た
カ
メ
ラ
で
彼
ら

の
笑
顔
を
撮
り
続
け
た
。

　
「
み
ん
な
に
助
け
ら
れ
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
す
る
車
い
す
の
女
性
」、「
綺
麗
な
女

性
ヘ
ル
パ
ー
に
介
助
さ
れ
嬉
し
そ
う
な
男

性
」、「
文
字
盤
に
指
を
指
す
こ
と
で
し
か
会

話
が
で
き
な
い
男
性
に
、
恋
人
の
よ
う
に
寄

り
添
う
女
性
ヘ
ル
パ
ー
」
の
写
真
は
、
お
邪

魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
隠
し
撮
り
し
た
そ
う

だ
。
こ
れ
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
「
い
つ

も
、
み
ん
な
凄
く
仲
良
く
て
笑
顔
が
一
杯
な

ん
で
す
よ
」
と
茅
原
さ
ん
も
素
敵
な
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
た
。

　

修
学
旅
行
で
日
本
に
来
た
同
校
の
校
長
先

生
が
、
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
く

て
仕
方
な
か
っ
た
。ｙ
ｕ
ｃ
ａ
ｒ
ｉ
が
エ
グ

モ
ン
ト
を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
が
校
長
先

生
も
嬉
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

今
回
の
個
展
で
「
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
1
年

間
で
出
会
っ
た
素
敵
な
笑
顔
や
価
値
観
を
伝

え
た
い
」
と
茅
原
さ
ん
は
語
っ
て
い
た
。
約

50
点
の
写
真
か
ら
は
、
茅
原
さ
ん
の
思
い
が

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
沢
山
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
旗

が
飾
ら
れ
て
い
た
。

茅
原
さ
ん
が
初
写
真
展
開
催

か
や
は
ら

会　場　和木町総合コミュニティセンター
　　　　和木町総合福祉会館
講　演　城彦二郎氏
　「居ても構わないでなく
　　　居るのが当たり前の地域社会を目指して」
展示コーナー　
　住宅介護用品
　生花
　ボランティア活動記録
　イクメン・イクジイ写真展（募集中　詳しくは P７）
　幼児・児童絵画展
　点字体験・要約筆記
　販売コーナー
販売コーナー（出店予定）　
和木ふれあい産直市
バレンタインクレープ
手作りパン　クローバー
和木町林業研究会
ボランティアグループ「青い鳥」
民生委員児童委員協議会
つくし会

駐車場　和木幼稚園グラウンド
問合せ　社会福祉協議会（☎52－8644）

和木町「福祉まつり」和木町「福祉まつり」和木町「福祉まつり」
６月７日㈯ 10時～（雨天決行）
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無料シャトルバスの運行について

問合せ   　和木町商工会（☎５３－２０６６）

　当日は、和木駅発・蜂ヶ峯総合公園行で随時
シャトルバスを運行します。（８時１５分～）
　また、関ヶ浜地区発・蜂ヶ峯総合公園行は右記
の時刻表のとおりですが、混雑のため時間どおり
に運行できない場合もありますので、あらかじめ
ご了承ください。
　なお、フェスタ当日は、和木町コミュニティバス
（あいあいバス）も無料運行します。

関ヶ浜地区発→蜂ヶ峯総合公園行
停 留 場 所

浄 水 場
関ヶ浜１丁目第１集会所
宗 永 寺
消 防 車 庫 前
瀬 田 分 館
蜂 ヶ 峯 総 合 公 園

9：00
9：02
9：03
9：05
9：10
9：15

10：00
10：02
10：03
10：05
10：10
10：15

時間 時間

※帰りのバスは、蜂ヶ峯総合公園を15時に出発します。

氏名

住所
主催：蜂ヶ峯ローズフェスタ２０１４実行委員会
協賛：蜂ヶ峯総合公園管理協会・和木町商工会

会場：和木町 蜂ヶ峯総合公園

日時：平成26年５月25日㈰
　　　　　　午前９時～

※雨天の場合 6/1 ㈰に順延

豪華賞品をゲットしよう！！

可愛い子犬・ヤギ・羊
30㎏の陸ガメに乗って　ハイポーズ！

ジャグラーあきひろ！！ステージ
ちびっこダンス・フラダンス
四境太鼓・和木中OB演奏

フォルクローレ演奏
ヴィオリンコンサート

ふれあい動物コーナー

ツリークライミング
春のお茶会 的あてゲーム
似顔絵コーナー バイク展示
エコカー車展示

バチ魂バット体験会＆大会

イベントいろいろイベントいろいろ

歩行者天国
こども広場～はっちの家

受付▶９：３０～

芝生広場

おもちゃやさんコーナー

ステージ企画

23日～25日夜9時30分まで
夜のバラ園も

散策してみてください

ディスクウォーズアベンジャー
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和
木
町
婦
人
会
（
西
田
敏
子
会
長
）
は
、
3
月

25
日
に
、
和
木
町
文
化
会
館
に
お
い
て
総
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
町
長
、
教
育
長
か
ら
、
婦
人
会
活

動
へ
の
感
謝
と
期
待
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
・
会
計
報
告
に
続
い

て
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ

れ
、
会
の
活
動
方
針
等
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

平
成
26
年
度
の
重
点
目
標
に
次
の
四
点
を
掲
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度　

婦
人
会
重
点
目
標

○
健
や
か
な
子
ど
も
が
育
つ
地
域
環
境
を
つ
く

ろ
う

○
相
手
を
思
い
や
る
精
神
を
育
み　

健
康
で
明

る
く
生
き
よ
う

○
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

○
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
実
践
し
よ
う

　和木町婦人会（西田敏子
会長）は、４月１０日に和
木駅前で交通事故死０（ゼ
ロ）の日キャンペーンを行
いました。電車を利用する
人たちにチラシ等を配り、
交通事故防止を呼びかけま
した。

婦
人
会
総
会

交通事故死０(ゼロ )の日キャンペーン

　

4
月
11
日
に
、
各
単
位
子
ど
も
会
育
成
会
の
役

員
と
、
町
子
連
執
行
部
の
皆
さ
ん
（
約
50
名
）
に

よ
り
、「
平
成
26
年
度
和
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
総
会
」（
吉
田
浅
美
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
重
岡
教
育
長
、
濵
本
小
学
校
長

が
挨
拶
さ
れ
、
家
庭
や
子
ど
も
会
等
の
地
域
の
役

割
の
重
要
さ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算

監
査
報
告
お
よ
び
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ
、
町
子
連
及
び

各
単
位
子
ど
も
会
の
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
活
動
が
顕
著
で
あ
っ
た

団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
3
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

団
体
表
彰
（　

）
は
25
年
度
会
長

○
中
開
子
ど
も
会
（
亀
田
光
恵　
さ
ん
）

○
瀬
田
子
ど
も
会
（
石
川
千
佳　
さ
ん
）

○
曙
子
ど
も
会
（
荒
瀬
り
つ
子　
さ
ん
）

遊
び
と
学
び
を
地
域
で
育
成

　
未
来
に
向
か
っ
て
明
る
く
育
つ
　
和
木
町
っ
子

434
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越谷オサム著
辻仁成著
永瀬隼介著
葉室麟著
堂場瞬一著
柚木麻子著
大沢在昌著

村上春樹著
誉田哲也著

ルーサー・ブリセット著　さとうななこ訳

工藤ノリコ作・絵

サトシン作　山村浩二絵

君島久子文　小野かおる絵
谷川俊太郎詩　塚本やすし絵

澤口たまみ作　降矢なな絵
あきやまだたし作・絵

デイヴィッド・ウィーズナー作・絵

二宮由紀子作　村上康成絵
西村豊文・写真
根木昭監修

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆HIT!HIT!HIT!/Kis-My-Ft2
☆RAY/BUMP OF CHICKEN
☆FIVE ZERO ONE/HILCRHYME
☆NEW MORNING/MISIA
☆Heartful Song Covers/May J.
☆私とドリカム
☆Ryoko Classics/ 森山良子
☆たかじん やっぱ好きやねん /やしきたかじん
☆アナと雪の女王　オリジナル・サウンドトラック
☆心に響く旋律

＜一般書＞
『いとみち 三の糸』
『醒めながら見る夢』
『１２月の向日葵』
『紫匂う』
『グレイ』
『本屋さんのダイアナ』　
『ライアー』　

『女のいない男たち』
『ケモノの城』
『Q上・下』

＜児童書・絵本＞
『ノラネコぐんだん きしゃぽっぽ』　
『ながいでしょ りっぱでしょ』　
    
『こんや、妖怪がやってくる』　 

『しんでくれた』　
『かまきりと しましまあおむし』　

『いしをつんだおとこ』　
『ミスターワッフル』　

『だいすき、でも、ひみつ』　

『ごたっ子の田んぼ』　
『目のしくみ大研究』

5月の休館日

3
105

12 17
6
13

7 8
15

9
16
23 24

25 26 29 30 312827

4
11

19 20 21 2218
14

21

日　時　5月１７日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　　　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館おはなしの部屋
問合せ　図書館（☎５４－０２２２）

お は な し 会
　４月15日～５月11日まで、
大型の絵本を展示します！
　いつもは見られないサイズ
の絵本を、じっくり手にとっ
て読んでみてください♪

少しの時間を
子どもとの読
書 の 時 間 に
使ってみてく
ださい。

『こども読書週間』です『こども読書週間』です『こども読書週間』です

４月２３日～５月１２日は

親子で読書する時間を
作りませんか♪

☆大型絵本展示会☆
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わくわくルーム（わくわくタイム）
　保健相談センターの講堂を子どもさんの遊び場として
開放しています。広い部屋で思う存分子どもさんが遊ん
だり、保護者同士が交流する場として、ご利用ください。
　日　時▶毎週木曜日　　　１０時～１５時
　　　　　わくわくタイム　１０時～１１時４５分
　場　所▶保健相談センター
　わくわくタイムは子育て支援センターの保育士がい
る時間帯です。季節にあわせた手遊び、リズム遊びを
一緒に楽しみませんか？

うきうき広場
　日　時▶毎週火・金曜日１１時～１２時（雨天中止）
　場　所▶和木保育所（所庭を開放します）
　おしらせ ▶５月６日（祝日）はお休みです。　

５月の行事（わくわくタイム）
　５月１５日　発育計測
　　　２２日　作ってあそぼ
　　　２９日　誕生日会

子育て支援センターを
次のとおり実施しています

　個別で子育ての相談ごとや悩みに
ついておしゃべりしてみませんか？
子育てについて一緒に考えましょう。
　お気軽にご利用ください。

日　時▶５月２９日（木）　
　　　　１４時～１７時のうち、１時間程度
場　所▶保健相談センター　健康相談室
相談員▶玉田 和子　臨床心理士
申込み▶スマイルルーム（　 0120－81－7830）まで
　　　　ご連絡下さい。

すくすく面接相談会

　赤ちゃんから、幼稚園に入園前までのお子さ
ん対象の事業、イベント情報を集めた情報紙、「和
木町子育て☆ねっと」を刊行しました。
　この情報紙は、偶数月に発行予定です。和木
町役場、保健相談センター、図書館、医療機関（木
村医院・中村クリニック）、金融機関（山口銀行
和木支店・和木郵便局）、マルキュウ和木店に置
かせていただいています。和木町ホームページ
にも掲載しておりますので、ご覧ください。
　町ぐるみで、子育てを応援していきます。

「和木町子育て☆ねっと」
の刊行について

　子育てサロン「たんぽぽ」では親同士、子ど
も同士のコミュニケーションのための場所を提
供しています。
日　時▶５月１３日（火）１０時～１１時３０分
　　　　※毎月第３火曜日
対　象▶乳幼児（幼稚園に入園前まで）
場　所▶和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
参加費▶１家族１００円
問合せ▶社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

子育てサロン「たんぽぽ」
親子で遊び、交流してみませんか？

お知らせお知らせお知らせ
スックちゃん

　子育て、孫育て中の男性の楽しい写真を募集します。
応募者には粗品を進呈！作品は６月７日の「和木町福
祉まつり」で展示します。
応募資格▶和木町在住の方
応募方法▶写真（ＧＬサイズ）の裏面に住所、氏名、

電話番号を記入して、社会福祉協議会に提
出。（郵送可：和木２丁目１５－２２）

応募締切▶５月２０日（火）
問合せ先▶和木町社会福祉協議会（☎52－8644）

子育て  孫育て  写真を募集！！

　　　身長・体重の測定や保健師・栄養士によ
る相談会を行います。お気軽にご利用下さい。
日　時▶５月１５日（木）
　　　　１３時３０分～１５時 受付
場　所▶保健相談センター
　　　　（☎５２－７２９０）

すくすく計測相談会
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～ 子育て中のパパ、ママへ ～

「家族のふれあいを
　　　　大切にしましょう」

　ふれあいの時間によって、子どもは家族
への信頼を深めます。

　（和木町母子保健推進協議会）

100
　
80

60

40

20

0

よく読んでもらった

読んでもらわなかった

本を読むことが好きになった 学校の授業（勉強）が楽しくなった

小学校入学以前の読み聞かせ経験（小学校2年生）

読み聞かせには、
こんな効果も
あります。

みんなで盛り
上げよう♡

和木町の子育て

（％）

出典：財団法人文字・活字文化推進機構
　　　「子ども読書活動推進に関する評価・分析事業報告書」（2010 年 3月）

83.0

54.1 50.5

32.8
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ダニ媒介性疾患の予防についてダニ媒介性疾患の予防について

み
ん
な
で
受
動
喫
煙
防
止
を

す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

世
界
禁
煙
デ
ー
の
5
月
31
日
か
ら
6
月

6
日
は
禁
煙
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
岩
国
圏
域
で
は
、
禁
煙
週
間
に

あ
わ
せ
て
、「
受
動
喫
煙
防
止
」
に
つ
い
て

も
、
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
防
止
対
策
と
し
て
は
、
た
ば

こ
を
吸
う
場
所
の
設
置
確
保
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ひ
と
り
の
喫
煙
者
に
よ

る
た
ば
こ
煙
の
到
達
範
囲
は
、
直
径
14
ｍ

の
円
周
内
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
外
に

喫
煙
場
所
を
設
置
す
る
場
合
は
、
で
き
る

だ
け
、
通
路
や
出
入
り
口
か
ら
離
し
ま
し

ょ
う
。
山
口
県
で
は
、「
10
ｍ
ル
ー
ル
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

※
受
動
喫
煙
と
は
…
自
分
の
意
思
に
関
わ

ら
ず
、
他
人
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

み
ん
な
で
受
動
喫
煙
防
止
を

す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

ウォーキング編
　ウォーキングは運動の基本です。正しい歩き
方、意識してみませんか。
日　時▶５月２３日（金） １３時３０分～１５時
場　所▶保健相談センター 講堂
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・飲み物
申込み▶５月２１日（水）まで（定員１５名）
問合せ▶保健相談センター （☎５２－７２９０）

元気アップ教室

●作り方
①みかんをくり抜く
みかんを上から1/3の部分を横に切り落とす。中身をくり抜き、
果汁を搾る。(約200㎖) みかんの皮もとっておく。
②ゼラチン液をつくる
ゼラチンは、分量の水に振り入れ、ふやかしておく。鍋に果汁と
みかんジュースを合わせて350㎖とし、砂糖を加えてあたため
る。砂糖が溶けたらゼラチンを溶かす。
③冷やし、固める
みかんの皮に注ぎ入れて、冷やし固める。ミントの葉を飾る。　

（1人分エネルギー　110キロカロリー）

プルプルとした食感がいいです。とてもおいしくいただけます。
（和木町食生活改善推進協議会　6班）

みかん……………480g（中４個）
みかんジュース…………約150㎖
粉ゼラチン……………………5g
水…………………………大さじ2
砂糖………………………大さじ4
ミントの葉…………………少々

みかんゼリー（材料４人分）
5月

　病原体を有するマダニやツツガムシにかまれると、感染症にかかることがあります。マダニやツツガムシは、
特に春から秋にかけて活動が活発になります。屋外で活動するときには、次のことに注意しましょう。
【予防策等】
① ダニに咬まれないことが重要です。
②山や野原の他、公園、住宅地の庭などにもダニがいる
ことがあります。剪定や草取り等の際には注意してく
ださい。
③やぶや草むらなど、ダニの生息する場所に入る場合に
は、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴下・靴を着用等、
肌の露出を少なくすることが大切です。
④屋外活動後にはダニに咬まれていないか確認してくだ
さい。帰宅後すぐに服を着替えたり、体をシャワーで
洗い流すと有効です。

⑤やぶ等で、犬や猫などの動物にダニが付くことがあり
ます。除去には、目の細かいクシをかけると効果的です。
ダニ駆除薬もありますので獣医師に御相談ください。
⑥吸血中のダニに気がついた際には、できるだけ医療機
関で処置してください。（自分でダニをつぶさないよう
にしてください）
⑦ダニに咬まれた後に、発熱等の症状があった場合は、
医療機関を受診してください。

問合せ▶岩国健康福祉センター（☎29－1521）
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　町内の満75歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種料を助成します。
・対象者：以下、①～③すべてに該当する人
　　　　　①和木町に住民票がある満75歳以上の人
　　　　　②過去５年間､本助成制度による接種を受けたことがない人
　　　　　③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない人
・助成額の上限：３，０００円　※助成額を超える部分の接種料は自己負担
・申込み：保健相談センターに備え付けてある申請書（ホームページからも
ダウンロード可）に記入し、提出してください。一週間程度のち、助成券
と実施医療機関一覧表を送付します。接種の際は事前に医療機関に連絡
し、助成券及び健康保険証を持参の上接種を受けてください。
・実施医療機関（町内）：木村医院・中村クリニック　
　※町外の医療機関については、助成券と一緒に送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。

＜注意事項＞
・助成券を使っても無料にはなりません。
・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必要です。

問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者肺炎球菌ワクチン接種料助成事業

　昨年、全国的に大流行した風しんは、妊婦、特に妊娠初期の女性が感染すると赤ちゃんに先天性心疾患、
難聴、白内障などの障害が起こる可能性があります。「風しん」に対して十分な免疫があるかどうかは、抗
体検査で確認できます。風しんに「かからない」ためにも、「うつさない」ためにも、風しん抗体が十分か
どうかを知って、女性が安心して妊娠、出産に臨める環境づくりをしましょう。
　山口県では、無料の抗体検査事業を行っていますので、ぜひご利用ください。

【風しん抗体検査事業の内容】
①対象者
　・妊娠を希望する女性（妊婦は対象外）
　・妊娠を希望する女性及び妊娠中の女性の配偶者（パートナーを含む）
　※予防接種歴がある人、既往歴がある人は除く
②回数 1回（ただし、過去に抗体検査を受けたことがある人は除く）
③実施機関 山口県内医療機関（一部利用できない医療機関があります。事前に問い合わせください）
④費用 無料
⑤実施期間　平成２７年３月３１日（火）まで
⑥その他　抗体検査の結果、「抗体価が低い」と判断された人は、主治医と相談の上、予防接種（任意・有料）

を受けることをお勧めします。

<問い合わせ先>　山口県岩国健康福祉センター（☎２９－１５２１）

風しん（三日ばしか）抗体検査について風しん（三日ばしか）抗体検査について風しん（三日ばしか）抗体検査について

　「抗体価が低い」と判断された方への風しん予防接種費用を助成する和木町の制度
があります。
　また、県の事業では対象とならない方（配偶者以外の同居家族）への抗体検査
等を助成する制度があります。事前の申請が必要ですので、和木町保健相談センター
（☎52-7290）まで、お問い合わせください。
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

行

政

相

談

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題
及
び

相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会

面

接

相

談

無
料
法
律
相
談

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査

春
の
町
内
一
斉
清
掃

主
催
▼
山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山

口
家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部
、
山
口
県
弁

護
士
会
岩
国
地
区
会

日　

時
▼
5
月
19
日
㈪　

14
時
〜
16
時

受
付
時
間
▼
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

※
裁
判
所
で
係
争
中
の
案
件
で
あ
る
場
合

は
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

会　

場
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
2
階

特
別
会
議
室

相
談
内
容
▼
金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係

等
の
法
律
上
の
問
題

相
談
担
当
者
▼
山
口
県
弁
護
士
会
（
岩
国

地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

問
合
せ
▼
山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

庶
務
係
（
☎
41
ー
0
1
6
1
）

　

春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時
▼
5
月
11
日
㈰　

8
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
5
月
17
日
㈯
に
延
期

●
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々

に
し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
の
た
め
、

担
当
地
区
の
民
生
委
員
が
対
象
者
の
皆
さ

ま
の
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

訪
問
し
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

対
象
者
▼

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者

※
民
生
委
員
が
伺
っ
た
際
に
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
積
極
的
な
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
山
の
手
地
区
・
三
井
化
学
和
木
社
宅
に

つ
い
て
は
役
場
職
員
が
伺
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

日　

時
▼
6
月
7
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼

　

0
1
2
0
ー
0
0
3
ー
8
2
1

内　

容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど

の
相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続

の
ご
説
明
や
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務

所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て

の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

尚
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨

に
関
す
る
当
日
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ
ぎ
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
☎
0
8
3
4
ー
32
ー
9
8
6
1
）

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
5
月
8
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の

保
護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か

ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
5
月
16
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場

所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
5
月
15
日
㈭
は
中
止
し
、
16
日
㈮
に
行

い
ま
す
。

主　

催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日　

時
▼
5
月
15
日
㈭　

９
時
〜
12
時

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

１
階
集
会
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

　
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
、

避
難
支
援
な
ど
を
必
要
と
す
る
人
（
要

援
護
者
）
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う
も
の
で
、「
災

害
時
要
援
護
者
ご
本
人
の
要
望
」
と
「
ご

近
所
の
方
々
の
暖
か
い
善
意
」
が
一
致

し
て
成
り
立
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
で
す
。

対
象
者
▼

　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、
在
宅
で
寝
た
き
り

の
高
齢
者
　
な
ど

災
害
時
要
援
護
者

　
　
　
支
援
制
度
と
は

各
種
お
知
ら
せ
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軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

自
動
車
税
の
納
付
の
お
願
い

国
保
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す

敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
！

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
？

　

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
人
は
、
障
害

の
区
分
及
び
級
別
に
よ
っ
て
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
（
全

額
免
除
）
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
の

申
請
期
限
は
、
5
月
26
日
㈪
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
税
務
課
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２
日
㈪
で

す
。
今
年
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
４
月
末
に
お
送
り
し

て
い
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◆
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
県
税
事
務
所
納
税
課

　
　
　
　
（
岩
国
総
合
庁
舎
１
階
）

（
☎
29
ー
1
5
0
2
）

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢

者
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手

続
き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
山
の
手
地
区
に
つ
い
て
は
、
役

場
職
員
が
お
宅
へ
伺
い
ま
す
。

　

国
保
に
加
入
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14

日
以
内
に
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と

・
保
険
料
は
届
出
を
し
た
日
で
は
な
く
、

資
格
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
被
保
険

者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と

・
資
格
が
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険

者
証
で
受
診
し
た
医
療
費
が
あ
る
場

合
、
返
金
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
届
出
の
際
は
、
資
格
異
動
日

の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
も
の

を
ご
持
参
の
上
、
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
外
れ
た
証
明
書

（
資
格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票
な
ど
）

・
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
金
証
書

・
印
か
ん

●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
の
保
険
証
（
対
象
者

全
員
分
）
又
は
資
格
取
得
証
明
書

・
国
保
の
保
険
証
（
返
却
の
た
め
）

・
印
か
ん

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

県
内
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
、
交
通

安
全
意
識
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
、
そ
し
て

安
全
運
転
の
習
慣
化
に
よ
り
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
た
め
、1
5
0
日
間
の
無
事
故
・

無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

募
集
（
受
付
）
期
間
▼
７
月
１
日
㈫
ま
で

実
施
期
間
▼
7
月
4
日
㈮
〜
11
月
30
日
㈰

（
1
5
0
日
間
）

参
加
費
▼
無
事
故
・
無
違
反
を
証
明
す
る

「
運
転
記
録
証
明
書
」
の
申
請
手
数
料
と

し
て
1
人
当
た
り
6
3
0
円
が
必
要
。

賞　

品
▼
参
加
者
全
員
に
運
転
記
録
証
明

書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
1
年
間

無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
さ
れ
た
方
に

は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
発

行
す
る
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
県
産

品
、商
品
券
等
の
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
▼
役
場
1
階
ロ
ビ
ー
に
備
え
付
け

の
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
チ
ー
ム
の

参
加
費
を
郵
便
局
か
ら
払
い
込
み
の
上
、

「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証
」
を
添
え

て
、
企
画
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
7
）

日　

時
▼
5
月
18
日
㈰　

13
時
〜

会　

場
▼
和
木
町
文
化
会
館

主　

催
▼
和
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

敬
老
金
の
給
付
は
、
満
75
歳
の
誕
生
日
に

属
す
る
月
か
ら
始
ま
り
、
6
月
に
（
4
〜
9

月
分
）、
12
月
に
（
10
月
〜
3
月
分
）
を
給

付
し
ま
す
。

対
象
者
▼
満
75
歳
以
上
の
人
で
、
和
木
町
に

1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
人

※
新
た
に
対
象
と
な
る
人
（
昭
和
14
年
4
月

1
日
〜
昭
和
15
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人
）

支
給
額
▼（
平
成
26
年
4
月
〜
9
月
分
）

　

75
歳
〜
80
歳
未
満　

1
2
，
0
0
0
円

　

80
歳
以
上　
　
　
　

1
8
，
0
0
0
円

支
払
方
法
▼
原
則
、
申
請
い
た
だ
い
て
い
る

金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

※
昭
和
14
年
10
月
1
日
か
ら
昭
和
15
年
3
月

31
日
生
ま
れ
の
人
の
支
給
手
続
き
は
、
11

月
に
民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
人
は
、
国

保
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

4
月
2
日
以
降
に
国
保
に
加
入
し
た
た

め
、
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
人

も
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
▼

　

国
保
被
保
険
者
で
35
歳
以
上
の
人

実
施
機
関
▼
木
村
医
院
、
中
村
ク
リ
ニ
ッ
ク

自
己
負
担
額
▼

　

胃
透
視
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
有

3
，
0
3
0
円

　

胃
透
視
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
無

1
，
7
1
0
円

問
合
せ
・
申
込
み
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

第
12
回　

喜
楽
会

　
歌
と
踊
り
の
発
表
会
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防
火
管
理
講
習
会

防
火
さ
つ
き
展
開
催

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
」

歴
史
教
室
一
般
参
加
者
募
集

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業

所
関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取

得
し
て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時
▼

・
甲
種　

6
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・
乙
種　

6
月
26
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

定　

員
▼
80
名
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
テ
キ
ス
ト
代
4
，
0
0
0
円

募
集
期
間
▼
6
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
ま
た
は
消
防
署
、消
防
出
張
所
に
提
出
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
わ
き
あ
い
キ
ッ

ズ
」
で
は
、
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
1

つ
「
歴
史
教
室
」
に
つ
い
て
、
一
般
の
参
加

者
も
募
集
し
ま
す
。
和
木
町
の
産
業
の
歴
史

や
「
四
境
の
役
」
に
つ
い
て
の
D
V
D
を

鑑
賞
し
た
後
、
町
内
の
石
碑
・
寺
社
な
ど

の
史
跡
を
巡
り
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
伝
統

文
化
の
秘
密
を
探
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
5
月
31
日
㈯
、
6
月
21
日
㈯

　
　

両
日
と
も
9
時
〜
13
時

※
一
方
だ
け
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

場　

所
▼
文
化
会
館
及
び
町
内
史
跡

講　

師
▼
正
中　

克
磨　

氏

　
（
和
木
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

持
参
物
▼
筆
記
用
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

水
筒
、
履
き
慣
れ
た
靴

申
込
締
切
▼
5
月
28
日
㈬

※
少
雨
決
行
、荒
天
時
は
座
学
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
▼
和
木
町
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　

平
成
26
年
度
の
会
員
を
随
時
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
加
入
を
ご
希
望
さ
れ
る
人
は
、

既
に
申
込
書
は
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
保
険
に
つ
い
て
は
、
申
込
日
の
翌
日
か

ら
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
に
つ
い
て

　

山
口
県
で
は
、
品
質
の
優
れ
た
優
良
県

産
木
材
等
を
利
用
し
、
耐
震
性
な
ど
の
一

定
の
基
準
を
満
た
す
住
宅
を
新
築
さ
れ
る

方
に
、
建
築
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助 

成 

額　

50
万
円

◆
助
成
戸
数  

3
0
0
戸

◆
住
宅
の
条
件

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
県
企
画
流
通
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
3
9
5
）

入
団
の
条
件

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上

の
方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
方

消
防
団
員
の
処
遇

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
額
が
支
給
さ
れ
る

と
と
も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し

た
場
合
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
5
年
以
上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に

は
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負

傷
に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り

ま
す
）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な

制
服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、

功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課　

消
防
係

（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
7
）

県
産
木
材
を
利
用
し
て

家
を
建
て
る
方
を
支
援
し
ま
す

日　

時
▼
5
月
30
日
㈮
〜
6
月
1
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
17
時

場　

所
▼
岩
国
市
民
会
館 

展
示
室

入
場
料
▼
無
料

内　

容
▼
岩
国
さ
つ
き
同
好
会
会
員
が
所
有

す
る
さ
つ
き
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
会

場
内
の
一
角
に
火
災
予
防
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
展
示
、
平
成

25
年
度
山
口
県
火
災
予
防
作
品
入
賞
作
品

（
ポ
ス
タ
ー
、
習
字
、
絵
画
）
の
展
示
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　和木町・和木町教育委員会では、社会教育・
健康福祉の拠点である総合コミュニティセン
ター・図書館・保健相談センターを、今後も
より多くの町民の皆さまに、有効に気持ちよ
くご利用いただくため、施設のリニューアル
を検討しています。
　つきましては、施設利用者及び住民の方を
対象としてアンケート調査を実施いたします
ので、ご意見、ご提案をお寄せください。
　アンケート用紙及び回収箱は、下記に設置
するとともに、ＦＡＸ、電子メールでも受付を
しています。
アンケート用紙・回収箱設置場所
　総合コミュニティセンター、保健相談セン
ター、文化会館、役場
募集期限　５月 16 日㈮まで
問合せ・送付先　総合コミュニティセンター
　☎５２－２１９１
　　５２－５２００
　E-mail:komisen@town.waki.lg.jp  

リニューアルアンケート募集
図書館 保健相談センター

総合コミュニティセンター
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　平成２５年度石油貯蔵施設立地対策等補助金により、瀬田２丁目にある灌漑用水調整ゲートを電動化し、適切な
管理が円滑に行えるようになりました。
　また、町道の道路改良工事を実施し、路面の段差、水溜りを解消し、歩行者や車両がスムーズに通行できるよう
になりました。工事の期間中は皆さまのご協力をいただき、ありがとうございました。
【補助金により整備した共同利用施設】
　①灌漑用水調整ゲートの電動化

灌漑用水調整ゲートや町道を整備

町営山の手団地入居者募集
■場　所　山の手２棟（３階）　※1戸募集
■家賃額　２５，６００円～６０，６００円（所得により決定、共益費別）
■間取り　３ＤＫ（６９．４㎡）

申込資格
（１） 現に自ら居住するために住宅を必要とする人（住宅に困窮している人）
（２） 現に同居し、又は同居しようとする親族のある人
（３） 入居しようとする家族全員の収入の合計が収入基準の範囲内にある人
（４） 連帯保証人（２名）のある人。原則として、連帯保証人は入居者の親族または町内に居住する者で
　　あること。
（５） 現在、公営住宅（県営、市町村営住宅）に居住していない人
（６） 地方税等に滞納がない人（入居者全員）
（７） 申込者、同居又は同居しようとする親族が、暴力団員による不当な行為の防止に関する法律（平成
　　３年法律第７７号）に規定する暴力団員でない人
入居可能日　６月～
申込に必要な書類等
申込書、所得証明書、納税証明書（和木町役場で取得する場合は課税証明書）、住民票等
申込期間　５月７日（水）～２１日（水）（期間厳守）
入居者決定方法　公開抽選　５月２９日（木）１４時～　役場３階会議室
問合せ・申込受付場所　都市建設課　住宅係（☎５２－２１９７　内線４１３）

1

2

3

5
4

道海公園

こまがさこ

みやのしたじ

ようさく

せたぐち おおだに

せんなわ

か じ や づ く
【補助金により整備した町道】
②町道　駒ヶ迫鍛治屋作り線
③町道　宮ノ下地銭縄線
④町道　用作線
⑤町道　瀬田口大谷線
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

3
月
28
日
に
北
九
州
市
コ
ス
モ
ス
ひ
び
き
運

動
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
7
回
春
季
全
日
本

小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
山
口

県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
い
た
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
初
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
戦
は
、
こ
の
大
会
で
見
事
優
勝
を
果
た

し
た
福
岡
県
代
表
清
道
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
と

対
戦
、
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い
状
況
で
、

大
量
点
の
リ
ー
ド
許
し
な
が
ら
も
自
分
た
ち

の
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
大
声
援
の
中
、
最
後

ま
で
一
生
懸
命
プ
レ
ー
す
る
姿
に
は
、
感
動

す
ら
覚
え
ま
し
た
。

　

主
将
の
重
村
勇
登
く
ん
（
6
年
生
）
は
、

「
夏
の
全
国
大
会
に
向
け
て
練
習
し
ま
す
」

と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

県
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
か
ら
全
国
大
会
の
常

連
チ
ー
ム
へ
と
成
長
さ
せ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
の
指
導
者
の
方
々
、
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト

さ
れ
る
保
護
者
の
方
々
、
そ
し
て
選
手
の
子

供
た
ち
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ
の
敗

戦
を
糧
に
こ
れ
か
ら
更
に
成
長
さ
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
へ
の
出
場
に
際
し
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
へ
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｂ
級
3
位
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
3
月
23
日　

高
森
小
学
校
体
育
館

全
日
本
大
会
、
惜
し
く
も
初
戦
で
敗
退

周
東
近
郊
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
19
回
志
和
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

第
3
位
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

開
催
日
▼
3
月
23
日東

広
島
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド

　　

4
月
9
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
26

年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
」
が

行
わ
れ
、
1
4
3
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
本
部
長
で
あ
る
重
岡
良
典
教
育

長
が
、「
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
サ
ッ
カ
ー
部
粟
田
翔
斗
く
ん
が

団
員
を
代
表
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

健
康
な
身
体
と
心
を
養
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
喜

び
を
学
び
、友
情
と
協
力
を
大
切
に
し
ま
す
」

と
、
力
強
く
宣
誓
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

１
年
間
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
！

　

4
月
5
日
か
ら
、
3
ヶ
月
間
行
わ
れ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
が
開
講
し
ま
し
た
。
こ

の
教
室
は
、「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」「
卓
球
」「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」
で
、
毎
年
、
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
小
学
生
の
参
加
者
が

多
く
み
ら
れ
、
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ま
た
、
卓
球
は
、
高
齢
者
を
中
心
に
「
健

康
保
持
増
進
」
を
目
的
に
参
加
さ
れ
る
人
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
平
日
の
午
前
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
参
加
者
が
多
く
見
ら

れ
、身
体
を
思
い
っ
き
り
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
団

体
と
協
働
し
、
町
民
の
民
さ
ん
に
運
動
施
設

を
よ
り
一
層
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

日　

時
▼
6
月
7
日
㈯　

9
時
〜

場　

所
▼
町
民
庭
球
場

主　

催
▼

　

和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料
▼
1
ペ
ア　

1
，
0
0
0
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
5
月
24
日
㈯

申
込
み
・
問
合
せ
▼

　

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
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体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ
ー
ル
開
放
期
間

で
の
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

条
件
は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
▼
5
月
1
日
㈭
〜
6
月
6
日
㈮

募
集
人
数
▼
若
干
名

採
用
条
件
▼
大
学
生
と
同
等
以
上
で
救
急
救

命
講
習
を
受
講
で
き
る
人

救
命
講
習
受
講
日
▼
6
月
16
日
㈪

申
込
方
法
▼
履
歴
書
（
一
般
）
を
体
育
セ
ン

タ
ー
へ
提
出

選
考
方
法
▼
書
類
審
査

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（

☎
52
ー
2
8
1
1
）

〈
勤
務
内
容
〉

勤
務
期
間
▼
7
月
19
日
㈯
〜
8
月
28
日
㈭

勤
務
時
間
▼
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

勤
務
形
態
▼
交
代
制

勤
務
場
所
▼
和
木
地
区
・
瀬
田
地
区
・
関
ヶ

浜
地
区
（
複
数
地
区
で
の
勤
務
の
場
合
が

あ
り
ま
す
）

雇
用
賃
金
▼
5
，
8
0
0
円
/
日
（
交
通
費

等
手
当
て
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

そ
の
他
▼

①
次
の
場
合
は
、
監
視
業
務
を
行
わ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
雨
天
等
天
候
が
不
順
の
場
合

・
土
砂
災
害
や
河
川
の
増
水
が
予
想
さ
れ
る

場
合
（
河
川
プ
ー
ル
の
み
）

・
そ
の
他
、
遊
泳
に
適
さ
な
い
と
思
わ
れ
る

場
合

②
賃
金
の
支
払
い

・
翌
月
払
い
で
口
座
振
込
の
み

日　

時
▼
6
月
8
日
㈰　

9
時
30
分
〜

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

主　

催
▼
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

種　

目
▼

　

○
男
子　

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

　

○
女
子　

Ａ
級
複
・
Ｂ
級
複
・
Ｃ
級
複

試
合
形
式
▼

　

予
選
リ
ー
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
料
▼

　

一　

般　

1
，
2
0
0
円
/
人

　

高
校
生　

1
，
0
0
0
円
/
人

　

中
学
生　
　
　

7
0
0
円
/
人

申
込
期
限
（
振
込
期
限
）▼
5
月
30
日
㈮

問
合
せ
▼
体
育
協
会
事
務
局

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　

芸
能
面
に
お
い
て
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
や
、
才
能
を
開
花
す
る
た

め
に
努
力
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
▼
7
月
27
日
㈰　

14
時
〜
（
予
定
）

開
催
場
所
▼
文
化
会
館

応
募
資
格
▼

・
和
木
町
在
住
の
中
学
生
以
下
の
個
人

・
和
木
町
在
住
者
の
所
属
す
る
グ
ル
ー
プ
等

応
募
方
法
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参

加
者
多
数
の
場
合
は
審
査
に
よ
り
出
場
者

を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
5
月
23
日
㈮
ま
で

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

和
木
町
文
化
会
館
で
は
、
今
年
も
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
の
演
奏
体
験
会
を
企
画
し

ま
し
た
。

　

世
界
三
大
ピ
ア
ノ
の
一
つ
と
し
て
有
名
な

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
6
月
1
日
㈰

・
小
学
生

　

13
時
〜
14
時
30
分
（
15
分
×
6
人（
組
））

・
中
学
生
以
上

　

14
時
30
分
〜
17
時
（
30
分
×
5
人（
組
））

場　

所
▼
和
木
町
文
化
会
館
ホ
ー
ル

募
集
対
象
▼

　

小
学
生
以
上
の
ピ
ア
ノ
経
験
者

申
込
方
法
▼
申
込
書
（
町
H
P
掲
載
）
を
文

化
会
館
へ
持
参
。

受
付
期
間
▼
5
月
7
日
㈬
8
時
30
分
か
ら
受

付
開
始
。
先
着
順
。

注
意
事
項
▼

・
演
奏
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
コ
ラ
ボ
演
奏
、
合
唱
、
レ
ッ
ス
ン
で
の
利

用
も
可
能
で
す
。

・
全
て
の
時
間
を
公
開
で
行
い
ま
す
。
観
覧

自
由
で
す
。

ピ
ア
ノ
調
律
見
学
会
　
同
時
開
催

【
10
時
か
ら
作
業
終
了
ま
で
】

　

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
の
調
律
を
、
申

込
不
要
で
ど
な
た
で
も
ご
見
学
い
た
だ
け
ま

す
。
な
か
な
か
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先
▼
和
木
町
文
化
会
館

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

キ
ッ
ズ
芸
能
祭
参
加
者
募
集

第
２
回
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を
弾
こ
う
！

和
木
町
近
郊
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集
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　役場議会棟１階に開設している町民相談室で取り扱った、平成２５年度の町民相談並びに無料法律相談の
件数は下記のとおりです。

家 庭 関 係
金 銭 関 係
不 動 産 関 係
そ の 他
合　　　　　計

0
1
1
0
2

相談者数
0
1
1
0
2

件　数
平成２６年２月

2
0
1
0
3

相談者数
２
0
1
0
3

件　数
平成２５年８月

２（４）
１（０）
２（２）
０（１）
５（７）

相談者数
２（４）
１（０）
２（２）
０（１）
５（７）

件　数
合　　　計開　催

相談コード

（　）内数字は前年度（平成２５年度）実績

無料法律相談利用状況

企 画 総 務 課
住 民 サ ー ビ ス 課
保 健 福 祉 課
都 市 建 設 課
税 務 課
教 育 委 員 会
合　　　　　計

１
4
1
3
0
3
12

相談件数担　当　課
１
4
1
3
0
3
12

処理件数
町　　政　　問　　題

※その他とは、問合せ・照会等

家 庭 内 問 題
相 隣 関 係
金 銭 関 係
破 産
そ の 他

合　　　　　計

2
3
2
0
1

8

相談件数相　談　内　容
2
3
2
0
1

8

処理件数
個　　人　　問　　題

町政、個人問題内容別相談業務取扱件数

町 民 相 談 室 の 窓

【
貸
付
要
件
】

●
高
校
生
・
大
学
生
（
短
大
生
含
む
）・
大

学
院
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専
修
学

校
生

●
学
業
優
秀
な
人

●
本
町
に
2
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

●
学
資
の
支
出
が
困
難
な
人

【
貸
付
金
額
】

※
い
ず
れ
も
1
人
当
た
り
の
月
額

●
大
学
（
短
大
）
生
・
大
学
院
生

　
　

国
公
立　
　

3
5
，
0
0
0
円
以
内

　
　

私　

立　
　

4
2
，
0
0
0
円
以
内

●
高
校
生

　
　

国
公
立　
　

1
3
，
0
0
0
円
以
内

　
　

私　

立　
　

2
0
，
0
0
0
円
以
内

●
高
等
専
門
学
校

　
　

国
公
私
立　

2
0
，
0
0
0
円
以
内

●
専
修
学
校

　
　

専
門
課
程　

3
5
，
0
0
0
円
以
内

　
　

高
等
課
程　

1
3
，
0
0
0
円
以
内

【
貸
付
に
つ
い
て
】

　

毎
月
5
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合

は
前
営
業
日
）
に
指
定
口
座
に
入
金
し
ま

す
。
な
お
、
初
回
は
貸
付
決
定
後
に
4
月

分
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
振
り
込
み
ま
す
。

【
返
済
期
間
】

　

各
学
校
を
卒
業
し
て
1
年
後
か
ら
返
済

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
済
期
間
は

在
学
さ
れ
た
期
間
の
2
倍
以
内
と
し
ま
す
。

【
提
出
書
類
】

●
奨
学
金
貸
付
申
請
書　
　

●
成
績
証
明
書
（
出
席
日
数
を
記
入
）

●
在
学
証
明
書　
　
　
　
　

●
学
校
長
の
推
薦
調
書

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
長
〉

　

高
校
・
高
等
専
門
学
校
2
年
生
以
上

〈
在
学
高
校
・
高
等
専
門
学
校
長
〉

　

専
修
学
校
1
年
生

〈
出
身
中
学
校
・
高
等
学
校
長
〉

　

専
修
学
校
2
年
生
以
上

〈
在
学
専
修
学
校
長
〉

　

大
学
（
短
大
）
1
年
生

〈
出
身
高
等
学
校
長
〉

　

大
学
2
年
生
以
上〈

在
学
大
学
（
校
）
長
〉

【
貸
付
の
可
否
に
つ
い
て
】

　

申
請
書
類
を
審
査
し
、
６
月
下
旬
頃
に

決
定
し
ま
す
。
貸
付
が
決
定
さ
れ
た
人
は
、

誓
約
書
お
よ
び
次
の
証
明
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
ま
で
に
書
類
の

提
出
が
な
い
場
合
は
、
辞
退
し
た
も
の
と

見
な
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
決
定
を
受
け
た
者
と
保
護
者

（
連
帯
保
証
人
）
…
印
鑑
登
録
証
明
書

○
連
帯
保
証
人
…
印
鑑
登
録
証
明
書
、
所

得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

※
連
帯
保
証
人
は
、
本
町
に
2
年
以
上
居

住
し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
者
で
、
町

民
税
又
は
固
定
資
産
税
を
納
付
し
た
者

○
本
人
（
奨
学
生
）
名
義
の
口
座
振
替
申

出
書

　
◆
提
出
期
限
　
5
月
16
日
㈮
必
着

　　【
提
出
先
・
問
合
せ
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局
（
文
化
会
館
１
階
）

（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

和
木
町
奨
学
生
を
募
集
中
！
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■子のある夫にも遺族基礎年金が支給
　これまでは、国民年金に加入していた人が亡くなった場合は、亡くなった人によって生計を維持されていた「子の
ある妻」または「子」に遺族基礎年金が支給されていました。

平成２６年４月からは…
　国民年金に加入されていた妻が亡くなった場合に、「子のある夫」にも遺族基礎年金が支給されるようになりま
した。
※平成２６年４月１日以後の死亡が対象となります。

■未支給年金を受け取れる遺族の範囲が拡大
　これまでは、未支給年金（亡くなった人が受け取れるはずであった未払いの年金）を受け取ることのできる遺族
の範囲は、亡くなった人と生計を同じくしていた「配偶者、子、父母、孫、祖父母または兄弟姉妹」でした。

平成２６年４月からは…
　これまでの遺族の範囲に加えて、「それ以外の３親等内の親族（甥・姪、おじ・おば・子の配偶者など）」ま
で広がりました。
※平成２６年４月１日以後の死亡が対象となります。

問合せ　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）
　　　　保健福祉課（☎５２－２１９５）

年金給付に関するお知らせ

　認知症になる可能性は誰にでもあります。私たちと同様、認知症を患った人々の心情も様々です。また、「認
知症の本人は自覚がない」という考えも大きな間違いであり、最初に症状に気づき、誰より一番不安になっ
て苦しむのは本人なのです。
　認知症の人は理解力が落ちているものの、感情面はとても繊細です。あたたかく見守り適切な援助を受け
れば、自分でやれることも増えていくでしょう。認知症という病気を理解して、さりげなく自然で優しいサポー
トを心がけましょう。

【参考】「認知症」の人のために家族ができる 10ヵ条（出典　公益社団法人認知症の人と家族の会）
1．見逃すな「あれ、何かおかしい？」は、大事なサイン。 
2．早めに受診を。治る認知症もある。 
3．知は力。認知症の正しい知識を身につけよう。 
4．介護保険など、サービスを積極的に利用しよう。 
5．サービスの質を見分ける目を持とう。 
6．経験者は知恵の宝庫。いつでも気軽に相談を。 
7．今できることを知り、それを大切に。 
8．恥じず、隠さず、ネットワークを広げよう。 
9．自分も大切に、介護以外の時間を持とう。 
10．往年のその人らしい日々を。 
問合せ　地域包括支援センター（☎52－2196）

認知症について考えよう④  家族や周囲はどうすればいいの？

～ 認知症を正しく理解し、さりげなく自然なサポートを ～
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和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

栄
橋
の
橋
げ
た
ひ
と
つ
の
こ
さ
れ
て

　
　

流
れ
の
中
に
姿
み
せ
た
り

咲
き
匂
ふ
花
美
し
き
紅
梅
の

　
　

花
び
ら
散
ら
す
弥
生
の
風
は

「
寒
い
か
ら
風
邪
ひ
き
さ
ん
な
」
と
帰
り
ゆ
く

　
　

孫
は
私
を
見
下
ろ
す
ほ
ど
に

童
心
に
か
え
り
声
出
す
け
ん
め
い
に

　
　

み
ん
な
笑
顔
で
ふ
れ
あ
い
の
午
後

弁
当
を
作
っ
て
く
ば
る
つ
く
し
会

　
　

長
け
た
ス
ギ
ナ
の
和
木
町
の
主
婦

い
ち
め
ん
の
菜
の
花
揺
ら
し
風
遊
ぶ

　
　

黄
色
い
花
の
波
に
ほ
ひ
く
る

灰
岡　

裕
美

広
宇
次
信
子

向
田
登
美
子

森
本　

初
子

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

突
風
に
桜
の
花
び
ら
座
を
覆
う

木
瓜
の
花
昼
の
灯
と
も
し
武
家
屋
敷

赤
ん
ぼ
の
小
さ
な
靴
や
草
萌
ゆ
る

茅
葺
き
の
屋
根
に
は
た
め
く
鯉
の
ぼ
り

雨
あ
が
り
眼
一
せ
ん
紅
椿

昼
下
り
微
睡
む
厨
春
の
雷

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
処
理
】

　

あ
た
か
も
人
助
け
に
な
る
か
の
よ

う
に
思
わ
せ
て
、
消
費
者
に
「
老
人

ホ
ー
ム
入
居
権
」
を
購
入
さ
せ
よ
う

と
す
る
「
買
え
買
え
詐
欺
」
が
疑
わ

れ
る
の
で
、
絶
対
に
お
金
を
払
わ
な

い
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
へ
の
入
居
は
他
人
ご
と
で
は
な

く
身
近
な
問
題
で
、
そ
う
し
た
高
齢

者
の
気
持
ち
に
つ
け
こ
み
、
そ
の
親

切
心
や
同
情
心
を
巧
み
に
悪
用
し
た

手
口
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
業
者
の

話
の
内
容
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
非
常

に
巧
妙
に
で
き
て
お
り
、
信
ぴ
ょ
う

性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

絶
対
に
お
金
を
払
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
一
度
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り

戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
な
い
か
。」

「
代
わ
り
に
申
し
込
ん
で
。」
な
ど
の

電
話
は
「
買
え
買
え
詐
欺
」
で
す
。

相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り

ま
し
ょ
う
。　

【
相
談
】

　

一
人
暮
ら
し
の
母
の
家
に
、
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
権
の
申
込
書
が
入
っ

た
Ｄ
Ｍ（
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
が
届

い
た
。
後
日
、
別
の
業
者
か
ら
電
話

が
あ
り
、「
こ
の
ホ
ー
ム
は
、
D
M
が

届
い
た
人
し
か
権
利
を
購
入
で
き
な

い
。
ご
自
身
が
入
居
し
な
く
て
も
、

人
助
け
だ
と
思
っ
て
、
申
し
込
ん
で

く
れ
な
い
か
。
お
金
は
用
意
す
る
。」

と
言
わ
れ
た
。
母
は
、「
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
た
い
。」
と
、
代
理
購
入
を

承
諾
し
た
と
い
う
が
、
信
用
し
て
も

い
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

今月の納税

問合せ ▼税務課（

全期分

５月分

３・４月分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

軽自動車税

町営住宅使用料

上下水道使用料

（
4
月
句
会
）

ま
ど
ろ

ぼ　

け

ま
な
こ

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
や
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木
チ
ャ

ン
ネ
ル
文
字
放
送
に
掲
載
し
た
写
真
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の
人

（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
）は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
２
１
３
６
）

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障

害
を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経

済
的
な
自
立
を
促
し
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

■
手
づ
く
り
焼
き
た
て
パ
ン
の
販
売

日
　
時
▼
5
月
14
日
㈬
15
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 106

「老人ホーム入居権」の
買え買え詐欺にご注意！

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は６月２日㈪です。

老人ホーム

入居権

■■■■
■■■■

様
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　平成２５年度の町内各家庭から排出された可燃ごみ
搬入量は、９４８，３９０kg で、平成２４年度よりも約７
トン減少しています。

■可燃ごみの排出量は一人一人の心がけで減らすこ
とができます。皆さんのご協力をよろしくお願い
します。

・生ごみは水気をよくきってから出す。
　　→「水を燃やす」ことで無駄なエネルギーと税金を
　　　  使用してしまいます。
・生ごみ処理にダンボールコンポスト等や生ごみ処理
機を利用する。
・はがきや封筒、パンフレットや包装紙を「燃えるご
みの日」に出すのではなく、「新聞・雑誌の日」に
出す。

「ごみ減量」＝「リサイクル」を思い浮かべますが、「不
要なものを買わない、もらわない、使わない」も大切
な心がけです。
※和木町快適環境まちづくり町民会議ではダンボール
コンポスト、ＥＭ処理機、コンポスターのあっせん販売を行っています。
※町では生ごみ処理機購入補助制度があります。
　購入前に申請が必要です。
　補助金は購入金額の 1／ 2の額で、上限は 2万円です。
　くわしくは住民サービス課（☎５２－２１９４）まで

平成２５年度の町内で排出されたごみの量について

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として先着20人に「ゴーヤ」
の苗を配布します。
　また、昨年に引き続き「和木町緑のカーテンコンテスト」を実施します。暑い夏をやわらげる涼やかな街並みを
つくりましょう。
苗の配布について
配布対象　和木町在住の人
配布人数　先着２０人
配 布 数　最大 10 苗※苗の配布は１世帯につき１人のみ
締め切り　５月 30 日（金）
希望する人は役場住民サービス課にご連絡ください。
緑のカーテンコンテストについて
対 象 者　和木町在住でご自宅に緑のカーテンをつくる人
募集要領　
・カーテンに使用する植物の種類は問いません。　
・カーテンをつくっていただき、応募用紙と育成の状況が分かる写真を８月29日（金）までに住民サービス課
に提出。
・書類審査で優秀と認められた人には賞状及び副賞（和木町共通商品券）を贈呈します。
問合せ　住民サービス課（☎52－２１９４）

～ゴーヤの苗を無料配布緑のカーテンコンテスト開催～

920,000

940,000

960,000

980,000

1,000,000

930,000

950,000

970,000

990,000

21 22 23 24 25

144.0

145.0

146.0

147.0

148.0

149.0

150.0

143.0

（単位：㎏）

可 燃 ご み 搬 入 量 の 推 移

平成21年
平成22年
平成23年
平成24年
平成25年

992,240
963,320
984,340
955,690
948,390

6,702
6,631
6,601
6,583
6,533

148.1
145.3
149.1
145.2
145.2

可燃ごみ量 人口(10月）人口一人当たり
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5
23

48
93

146
145

202
252

157
166

223
201

247
202
194
177
182
165
163

209

3 5
24

67
92

163
165

204
191

220
208

160
167

225
210

194
180

135
146
153

179
185

男　3,203人
（－27）

女　3,273人
（－4）

平成26年4月1日現在
総人口　6,476人

世帯数　2,764世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（－31）

（－13）

100 200100200 00

募
集
人
員
▼
１
名

応
募
資
格
▼
平
日
及
び
土
日
祝
日
に
勤
務
可
能
で
和
木
町
在

住
の
健
康
な
女
性

賃
　
金
▼

　
（
平　

日
）
５
，
8
０
０
円
／
日

　
（
土
日
祝
）
６
，
2
０
０
円
／
日

勤
務
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

平
日
及
び
土
・
日
・
祝
日

勤
務
日
数
▼
１
ヶ
月
あ
た
り
12
日
程
度

勤
務
内
容
▼
一
般
事
務
（
経
理
・
有
料
施
設
の
料
金
徴
収
・

来
園
者
の
接
客
等
）

採
用
期
間
▼
６
月
１
日
か
ら
１
年
間

　
（
60
歳
ま
で
延
長
の
場
合
あ
り
）

応
募
方
法
▼
履
歴
書
に
必
要
事
項（
顔
写
真
添
付
）を
記
入
し
、

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
棟
に
提
出
。

申
込
期
限
▼
５
月
23
日
㈮

決
定
方
法
▼
面
接

※
面
接
日
程
等
は
、
後
日
、
応
募
者
に
連
絡

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考
を
実
施

問
合
せ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
（
☎
52
ー
３
７
５
１
）

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
臨
時
職
員
募
集

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
臨
時
職
員
募
集

●
募
集
職
種

　

事
務
職　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

技
術
職
（
土
木
）　　
　
　

若
干
名

　

保
健
師　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）　

若
干
名

●
受
験
資
格

事
務
職

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
以

上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
方
。

技
術
職
（
土
木
）

　

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
土
木
関
係
の

専
門
学
科
（
高
等
学
校
以
上
）
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

27
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
。

保
健
師

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
資
格

を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方
。

保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
資
格

及
び
幼
稚
園
教
諭
二
種
以
上
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
。

第
１
次
試
験
▼
9
月
21
日
㈰

受
付
期
間
▼
7
月
1
日
㈫
〜
8
月
15
日
㈮8

時
30
分
〜
17
時
15
分

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
、
締
切
日
必
着
と
し
ま
す
。

採
用
予
定
日
▼
平
成
27
年
4
月
1
日

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
6
）

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企
画
総
務
課
（
役
場

2
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tow

n.w
aki.lg.jp

町
職
員
を
募
集
し
ま
す
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